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★表紙の写真

一字に込める熱き想い 

　１月12日にトキのむら元気館で

行われた27回目となる新穂地区の

立志元服式。

　「一字」にさまざまな想いを込

めて決意表明する皆さんは、とて

も良い表情をしていました。

今月の主な内容
Ｐ４〜５
　�新市建設計画の�
変更について説明

便利です！
市報は、いつでもどこでも
あなたのそばに…
　市ホームページ、マイ広報紙
（ＱＲコード）、マチイロアプリか
ら広報紙「市報さ
ど」がご覧いただ
けます。

志
を
一
字
に
「
立
志
元
服
式
」

　

新
穂
地
区
で
は
、
卒
業
を
迎
え
る
新
穂
中
学
校
の

３
年
生
が
昔
の
成
人
の
儀
式
に
な
ぞ
ら
え
、
自
ら
を

見
つ
め
直
し
、将
来
の
誓
い
を
た
て
る「
立
志
元
服
式
」

を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

１
・
２
年
生
や
保
護
者
、
地
域
の
方
な
ど
が
見
守
る

中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
志
」
を
漢
字
一
文
字
に
表
し
色

紙
に
込
め
、
代
表
の
４
人
の
生
徒
が
立
志
を
表
明
し

ま
し
た
。
力
強
い
皆
さ
ん
の
引
き
締
ま
っ
た
表
情
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
穂
潟
上
出
身
の
板
垣
竜
太
さ
ん
が
、

「
や
ん
ち
ゃ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
後
輩

た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
佐
渡
を
誇
り
に
思
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
を
胸
に
、
将
来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

堂々と立志を表明する代表の皆さん！

後輩たちにメッセージを伝える板垣竜太さん

おことわり
　記事中の元号については、新元
号が未定のため、「平成」と表記し
ています。

市報さど　平成31年2月号



お問い合わせ�
　新穂地区公民館�
　☎２２―２０７５

一字に
　込めら

れた想い

一字に込め
られた想い

を一部ご紹
介！

　将来与えら
れた役目をやり
通す大人になり
たいので、何で

も挑戦し、貫き通すという意味
でこの字を選んだ。一日一日を
大切に頑張りたい。

　賢い、理
解するという
意味のある
字で、自分

も将来ちゃんと人を理解
できる人になりたい。

　将来実現させ
たい夢。自分の
持った夢を大切
にし、夢に向かっ

て進んで行きたい。簡単にあき
らめないと、今の自分から、今後
の自分に思っていて欲しいと考
えたから。

　自分の
名前に入っ
ている字

なので大切にして、何
かを成し遂げる人にな
りたい。

　自分の名前に
入っている字で朗
らかな人になって
欲しいという意味

であり、この字の持つ意味が
自分の理想とする人物像であ
り、周りの人も明るくさせられるよ
うな朗らかな人になりたい。

貫

智

夢 朗

雄
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新市建設計画の変更について説明します
　合併特例債の発行期限をさらに５年間延長する法律の施行を受け、市では合併特例債を引き続き活
用できる環境を整備するため、新市建設計画の計画期間を2023年度（平成35年度）まで延長する議
案を平成30年12月市議会定例会に提案しましたが、賛成８、反対11で否決されました。
　あらためて平成30年12月市議会定例会に提案した議案について説明します。

《 平成30年12月議会に提案した議案 》
議案第 112 号「新市建設計画の変更について」
○計画期間を５年間延長する
○計画期間延長に伴い、財政計画を変更

変更前 変更後

計画期間 2019 年（平成 31年）３月 31日まで
2024 年（平成 36年）３月 31日まで

（５年間延長）

財政計画 計画期間の財政計画を作成 計画期間の延長に伴い、財政計画を５年延長

🅠．平成30年12月議会でこの議案は、なぜ否決になったの？
Ⓐ．否決となったのは
　①�提案した議案と、昨年９月から島内 10地区で開催しました市民説明会でお示しした「建設事業基本案」

が一体のものと考えられたこと

　②�この「建設事業基本案」には、施設の統合等による体育館の解体事業も複数入っていたことから、合

併特例債の活用にはふさわしくない

　③�平成 30年度末現在で、合併特例債の起債限度額まで残り約 35億円あることから、その残額について

は市役所の新本庁舎の建設に充当するべき

　　などいくつかの理由によるものと推察されます。

🅠． 市民説明会で示した「2019年度（平成31年度）～2023年度（平成35年度）の建設事
業基本案」とは、どのようなものだったの？

Ⓐ�．有利な財源である合併特例債を活用し、アミューズメント佐渡の改修、両津病院の移転新築に伴う両
津文化会館の解体、両津文化会館解体に伴う代替施設である佐渡島開発総合センター３階改修などの計

画です。また、合併特例債以外の財源を活用して行う予定の両津病院の移転新築工事、ケーブルテレビ

放送施設の一部リニューアル工事、現本庁舎の大規模改修（防災機能の充実）工事など、15施設の事

業について５年間のスケジュール案も含めてお示ししました。

≪🅠＆Ⓐ≫

市報さど　平成31年2月号



🅠．新市建設計画の期間延長の手続きは、いつまでに行わなければならないの？
Ⓐ�．期間延長の手続きは、平成 31年３月 31日までの議会議決が不可欠です。

🅠．期間延長の手続きをしなければ、合併特例債は活用できないの？
Ⓐ�．はい。期間延長の議会議決がなければ、合併特例債（限度額まで残り約 35億円）は活用することは
できません。

　 �　市としては、今後、あらためて昨年 12月議会と同様に新市建設計画の期間延長と、それに伴う財政

計画の期間延長についての議案を提案する予定です。

おわりに
　市としては、今後５年間に実施を予定している主な建設事業の中で「両津病院移転新築事業」を最重

点に位置付けています。

　その候補地には、現在の両津文化会館および両津公民館の跡地を予定しており、両施設の廃止・解体

が不可欠になります。そのためには佐渡島内で唯一の大規模な文化会館であるアミューズメント佐渡（佐

和田）について、このタイミングを利用して大規模改修する必要があります。この改修作業を完了した上で、

両津文化会館などを解体し両津病院の移転新築や民営化への移行を進める予定の特別養護老人ホーム歌

代の里についての年次計画を描かなければならないと考えています。

　この新市建設計画の議案が否決されたことによりまして、両津病院の移転新築完了予定が昨年秋に開催

しました説明会でお示ししたスケジュール案よりも半年以上遅れることになりますことをお詫びいたします。

　今後も引き続き、皆さまのご理解をいただけるよう努力してまいります。

お問い合わせ　企画財政部企画課　☎６３―３８０２

新庁舎建設に係る住民訴訟の判決が確定しました
　平成 29年５月に提起されていた市役所の新庁舎建設に係る住民訴訟は本年１月 10日、新
潟地方裁判所において請求棄却の判決が下され、同月 25日に確定しました。
　これは市民団体（愚直の会・祝政子代表）が訴えを起こしたもので、新庁舎建設を取り止め
たことが佐渡市に損害を与えるとの理由で、三浦市長に対して約９億 6,000 万円の賠償を求
めたものでした。

〈原告側の請求の主な要旨〉
　新たに金井の本庁舎を建設する案の方が廉価であるにもかかわらず、三浦市長は現庁舎の改
修案を採用した。これは地方自治法および地方財政法に違反する。三浦市長が現庁舎の改修案
を採用したことは違法であり、市に与えた損害額として約９億 6,000 万円の賠償を三浦市長
に対して求める。

〈裁判所の判断〉
　この原告側の請求に対して、新潟地方裁判所は、「三浦市長の判断に重大な事実誤認や著し
い裁量権の逸脱濫用が認められない以上、これをもって違法と評価することはできない」とし
て、原告の請求内容を全面的に棄却しました。

お問い合わせ　総務部防災管財課　管財係　☎６３―３１２５

市報さど　平成31年2月号5
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災害に強い島づくり　地域防災リーダースキルアップ研修会　12/15

健康を祈願してスタート　赤泊正月マラソン大会 　1/2

より一層の連携を目指して　ヤマト運輸(株)と包括連携協定締結 　1/8

ぺったん　ぺったん　気持ちを合わせて　もちつき大会　1/12

　地域防災リーダーを対象にした研修会
が行われ、災害に対する普段の備えや災
害時の行動などを学びました。
　参加した皆さんは、防災で欠かすこと
のできない共助「自分たちのまちは自分
たちで守る」の必要性をあらためて感じ
とっていました。

　市とヤマト運輸㈱は、災害対応の強化、佐渡産
品の販売促進、健康増進への支援などを目的に包
括連携協定を締結しました。
　マスコットキャラクターが見守る中、締結式が行
われ、佐渡の活性化と市民サービスの向上に向け
て取り組むことを確認し合いました。

　恒例の正月マラソン大会が開催され、島内各地
から集まった約110人のランナーが寒さにも負けず、
沿道の声援を受けながらゴール目指して駆け抜けま
した。
　声を掛け合いながら親子で走る姿も見え、ゴール
テープをきった時の笑顔がとても印象的でした。
　皆さん、新年の良いスタートになったようです。

市報さど　平成31年2月号



初の快挙！バドミントン全国小学生選手権大会 優勝！！　1/11

ぺったん　ぺったん　気持ちを合わせて　もちつき大会　1/12

　佐和田地区を会場に消防出初式が開催され、
消防団員がきびきびとした動作で市中行進や一
斉放水を行い、防火に対する決意を新たにしまし
た。
　式典では、佐和田地区の保育園児が元気よく防
火宣言をし、防火をアピールしてくれました。
　まだまだ寒い日が続いています。お出かけ、お
休み前に火の元を確認するなど、より一層の「火
の用心」をお願いします。

　昨年12月に東京都で開催されたバドミントン
第27 回全国小学生選手権大会小学生4 年男子
シングルスで優勝した、金井小学校の山城政人
さんが三浦市長に結果を報告するため、市役所
を訪問しました。
　佐渡のバドミントン選手が全国大会で優勝す
るのは初の快挙で、また、新潟県の選手としてこ
の大会におけるシングルスでの優勝は初めてと
のことでした。
　山城さんは、また優勝したいと話してくれまし
た。次の大会での連続優勝を期待しています。

　臼と杵を使ったもちつきは今ではほとんど見
られなくなりましたが、赤泊小学校で行われた
もちつき大会で、子どもたちは臼と杵を使ったも
ちつきを体験しました。
　子どもたちは、「よいしょ」の掛け声とともに大
きく重い杵を一生懸命に振り、もちつきに挑み、
つきたてのおもちを家族と一緒においしそうに
味わっていました。

防火を願い決意新たに　消防出初式　1/13

市報さど　平成31年2月号7
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田
中
足
穂（
日
展
会
友
・
県
展
参
与
）

彫
刻
作
品
展
開
催
中

　

高
校
の
美
術
教
師
を
し
な
が
ら
、
佐
渡

で
長
年
制
作
活
動
を
行
っ
て
き
た
田
中
足

穂
さ
ん
の
特
別
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

日
展
入
賞
作
品
も
含
み
、
お
よ
そ
70
点

の
彫
刻
お
よ
び
絵
画
が
並
び
ま
す
。

３
月
31
日
㈰
ま
で

佐
渡
博
物
館
（
八
幡
２
０
４
１
番
地
）

開
館
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

大
人　

５
０
０
円

　

小
・
中
学
生　

２
０
０
円

佐
渡
博
物
館　

☎
52
―
２
４
４
７

相
　
　
談

司
法
書
士
に
よ
る 

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

２
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

　

午
後
１
時
～
５
時

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・�

土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、

担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・�

金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の

ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て
な
ど

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

ご
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、お
受
け
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
23
―
３
５
５
８

　

（
平
日
の
午
後
１
時
～
５
時
）

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相
談

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

２
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

　

午
後
１
時
～
５
時

市
内
の
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・�

宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と

な
っ
て
い
る
な
ど

　

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
52
―
６
２
５
２

　

（
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

も
の
わ
す
れ
あ
ん
し
ん
相
談

　

相
談
・
助
言
を
通
し
て
適
切
に
医
療
・

介
護
な
ど
の
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
専
門

の
職
員
が
お
話
を
伺
い
ま
す
。

・
・
２
月
12
日
㈫
、
３
月
12
日
㈫

　

羽
茂
病
院
（
羽
茂
本
郷
22
番
地
）

・
２
月
21
日
㈭
・
３
月
14
日
㈭

　

佐
渡
総
合
病
院
（
千
種
１
６
１
番
地
）

※�

相
談
時
間
は
、各
会
場
と
も
に
午
前
10
時
か
ら

正
午
で
す
。

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
な
ど

お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

�

市
民
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
室　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係

　

☎
63
―
３
７
９
０

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎（
Ｂ
型
・
Ｃ
型

）・ 

エ
イ
ズ
相
談
、検
査
の
ご
案
内

３
月
14
日
㈭
、
28
日
㈭

　

午
後
１
時
～
２
時

佐
渡
保
健
所

　

（
相
川
二
町
目
浜
町
20
番
地
１
）

�

前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
事
前
の
予
約

が
必
要
で
す
。

・

佐
渡
保
健
所

　

☎
74
―
４
３
０
０
（
相
談
電
話
）

催

し

有
　
料
　
広
　
告

佐渡トキマラソン 
ボランティアスタッフ募集中
　４月 20 日㈯、21 日㈰の大会運営に係るボ
ランティアスタッフを４月５日㈮まで募集し
ています。
　多くの方のご協力をお待ちしています。詳
しくはお問い合わせください。
佐渡市スポーツ協会　☎６７―７５１０

市報さど　平成31年2月号



募
　
　
集

市
民
農
園
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

野
菜
・
花
な
ど
の
栽
培
を
通
し
て
自
然

に
触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

農
業
者
以
外
の
方
で
、
野
菜
や
花
を
栽

培
し
て
み
た
い
方

利 

用
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
33
年
３
月

31
日
（
２
年
間
）

※�

城
の
山
ふ
れ
あ
い
農
園
の
み
、平
成
34
年
３
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

�

市
役
所
農
業
政
策
課
（
第
２
庁
舎
）
、

各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

３
月
８
日
㈮

�

営
利
を
目
的
と
し
て
作
物
を
栽
培
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

�

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

産
業
観
光
部
農
業
政
策
課

　

農
業
企
画
係　

☎
63
―
５
１
１
７

い
の
ち
を
守
る
佐
渡
市
自
殺

対
策
計
画（
案
）に
つ
い
て
、

ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

市
が
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
「
い

の
ち
を
守
る
佐
渡
市
自
殺
対
策
計
画

（
案
）
」
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

募 

集
期
間

　

２
月
25
日
㈪　

午
後
５
時
ま
で

閲 

覧
場
所　
市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推

進
室
（
本
庁
舎
２
階
）
、
各
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、

各
地
区
教
育
事
務
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
意 

見
の
提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
備
え
付

け
て
あ
る
ご
意
見
提
出
用
紙
に
記
入
の

上
、
担
当
窓
口
に
持
参
い
た
だ
く
ほ
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

市 

か
ら
の
回
答　
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概

要
と
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
、

３
月
下
旬
（
予
定
）
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。
（
氏
名
な
ど

は
公
表
し
ま
せ
ん
。
）

・
意
見
提
出
先

　

市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課

　

健
康
推
進
室　

健
康
増
進
係

　

☎
63
―
３
１
１
５

農園名 所在地 面積
（1区画当たり）

年額利用料
（1区画当たり） 募集区画

長木地区
お楽しみ農園

長木957番地
ほか

40㎡ 3,200 円 ２区画

中原地区
お楽しみ農園

中原337番地１
ほか

33.6㎡ 4,200 円 12 区画

真野
ふれあい農園

四日町367番地１
ほか

約 54㎡ 1,000 円 ９区画

城の山
ふれあい農園

赤泊433番地１
ほか

145㎡ 1,010 円 １区画

146㎡ 1,020 円 １区画

147㎡ 1,020 円 １区画

市報さど　平成31年2月号9

 

障
が
い
者
施
設
授
産
品
販
売

市
役
所
本
庁
舎
１
階
（
正
面
玄
関
奥
の
階
段
横
）

３
月
８
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時

施
設
名　
相
川
岩
百
合

販
売
予
定
品　
パ
ン
各
種
、
ク
ッ
キ
ー
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
佐
渡
島
こ
ん
ぶ
な
ど

３
月
22
日
㈮　

正
午
～
午
後
１
時

施
設
名　
あ
ん
ず
の
家

販
売
予
定
品　
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
猫
ク
リ
ッ
プ
、
Ｅ
Ｍ
菌
入
り
固
形
石
鹸
、
雑
巾
な
ど

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係　

☎
63
―
５
１
１
３

公営住宅の入居者を募集します
　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくはお問い合わせください。 
　市ホームページで募集内容をお知らせしています。
地区 住宅名称（所在階） 募集戸数 建築年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津
大野第１住宅（２階） １ H9 耐火構造３階建て 3LDK 25,700～50,500
住吉住宅 １ H3 木造２階共同建て 3DK 18,700～36,800
上横山住宅 １ H19 木造２階共同建て 3LDK 40,000【定額】

佐和田 県営青柳寺住宅（４階） ２ S56 耐火構造４階建て 3DK 16,500～32,400
畑野 後何代住宅 １ H5 木造平屋一戸建て 3DK 20,300～39,900

�２月28日㈭　午後５時　入居予定　3月下旬
・ �建設部建設課　住宅・都市計画係　☎６３―５１１８　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口



10

お
知
ら
せ

普
通
救
命
講
習

３
月
９
日
㈯　

午
後
１
時
か
ら

市
防
災
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
58
番
地
）

Ⅰ
講
習　
午
後
４
時
ま
で

　

�

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
ぶ
コ
ー

ス
で
す
。

　

Ⅱ
講
習　
午
後
５
時
ま
で

　

�

Ⅰ
講
習
の
内
容
に
、
知
識
の
確
認
と
実

技
の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

小
学
校
５
年
生
以
上　

20
人

３
月
８
日
㈮

・

中
央
消
防
署　

救
急
係

　

☎
51
―
０
１
２
２

産
業
振
興
セ
ミ
ナ
ー

　

先
代
か
ら
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
新
た
な

販
路
開
拓
、
社
員
育
成
へ
の
注
力
な
ど
に

よ
っ
て
経
営
の
基
盤
を
強
化
し
た
事
例
か

ら
、
組
織
力
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま

す
。３

月
５
日
㈫　

午
後
５
時
～
７
時

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　

（
中
原
２
３
４
番
地
１
）

株
式
会
社
ヤ
マ
シ
ナ
商
事

　

代
表
取
締
役
社
長　

山
品　

和
宏
さ
ん

２
月
25
日
㈪

・

産
業
観
光
部
地
域
振
興
課

　

商
工
振
興
係　

☎
63
―
４
１
５
２

不
用
物
品
を
売
却
し
ま
す

　

長
期
間
使
用
し
た
物
品
で
す
の
で
現
物

を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
、
見
積
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

売
却
物
品
（
保
管
場
所
）

・�

消
防
車
両
・
動
力
ポ
ン
プ
（
消
防
本

部
）

・
身
体
障
が
い
者
輸
送
車
（
歌
代
の
里
）

・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
市
役
所
本
庁
舎
）

・
ピ
ア
ノ
（
旧
馬
首
小
学
校
）

参 

加
資
格　
20
歳
以
上
の
市
民
ま
た
は
市

内
で
法
人
登
録
を
し
て
い
る
方
で
、
次

に
該
当
す
る
方
を
除
き
ま
す
。

　

①
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
方

　

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

　

③
佐
渡
市
職
員

受
付
期
間　
２
月
12
日
㈫
～
27
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※�

受
付
期
間
中
は
、事
前
連
絡
に
よ
り
保
管
場
所

に
て
、各
物
品
の
外
見
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

�

実
施
要
領
は
、
市
役
所
防
災
管
財
課

（
本
庁
舎
２
階
）
、
各
支
所
・
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

�

契
約
事
務
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
ピ
ア
ノ

に
関
す
る
こ
と

　

総
務
部
防
災
管
財
課　

管
財
係

　

☎
63
―
３
１
２
５

　

消
防
車
両
・
ポ
ン
プ
に
関
す
る
こ
と
　

　

消
防
本
部
警
防
課　

施
設
・
装
備
係

　

☎
51
―
０
１
１
９

　

身
体
障
が
い
者
輸
送
車
に
関
す
る
こ
と

　

歌
代
の
里　

管
理
係

　

☎
23
―
５
１
５
１

日本赤十字社協力金 
ご協力ありがとうございました

　平成30年度日
本赤十字社協力
金（活動資金）
について、皆さ
まのご理解とご
協力により、1万
5,388世帯から、
総額760万1,813円の協力金が集まりま
した。
　協力金は、災害救護活動や救護看護
師の養成、国際救援など人間の生命と
健康や尊厳を守るための活動に活用さ
れています。
　今後とも、赤十字事業へのご支援ご
協力をお願いします。

日本赤十字社新潟県支部佐渡市地区���
　　　（市民福祉部社会福祉課��地域福祉係）
　☎６３―５１１３

児童手当（特例給付） 
受給者の皆さまへ

　児童手当を支給されている方に10月から１
月分（新規に認定された方は認定通知書に記
載されている支給開始月から１月分）までを、
２月８日㈮に支給します。
　なお、２月の支払通知書の郵送は省略させ
ていただきます。
　詳しくは、お問い合わせください。
支給額（児童１人当たり月額）
児童手当
・３歳未満（一律）１万５千円
・３歳～小学校卒業まで
　第１子、第２子　１万円
　第３子以降　　　１万５千円
・中学生（一律）　１万円
特例給付（所得が限度額以上の方）
・一律　　　　　　５千円

市民福祉部子ども若者課
　子育て支援係　☎６３―３１２６

市報さど　平成31年2月号



中
国
語
講
座（
基
本
編
）

　

中
国
語
の
基
本
か
ら
学
ぶ
講
座
で
す
。

中
国
語
だ
け
で
な
く
、
佐
渡
と
関
係
の
深

い
中
国
の
文
化
や
習
慣
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
中
国
語
を
学
び
た
い
方
や
興

味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

初
回
３
月
６
日
㈬

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

※
全
４
回
、以
降
毎
週
水
曜
日
開
催
予
定
で
す
。

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

（
千
種
２
４
０
番
地
）

市
国
際
交
流
員　

寧ネ
イ　

顕ケ
ン

剛ゴ
ウ

�

開
催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

産
業
観
光
部
観
光
振
興
課

　

交
流
イ
ベ
ン
ト
推
進
室

　

☎
67
―
７
９
４
４

神
経
難
病
患
者
・
家
族
の
集
い

「
と
き
の
会
」

　

病
気
や
生
活
の
こ
と
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
し
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
や
病
気
へ
の
対

応
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。
病
気
と
上
手
く

付
き
合
い
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

皆
さ
ん
で
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

３
月
７
日
㈭

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

佐
渡
総
合
病
院
（
千
種
１
６
１
番
地
）

�

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
脊
髄
小
脳
変
性
症
、

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、
多
系
統
萎
縮

症
の
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族

リ
ハ
ビ
リ
学
習
会
や
交
流
会

当
日
の
お
弁
当
代
な
ど
数
百
円

２
月
28
日
㈭

・

佐
渡
保
健
所　

☎
74
―
３
４
０
７

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
の
お
知
ら
せ

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
は
、
１
年
間
の
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己
負
担
額
が
あ
る
世
帯
が
対
象
で
す
。
平
成
29
年

８
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
の
世
帯
の
自
己
負
担
合
計
額
（
高
額
療
養
費
や

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
払
い
戻
さ
れ
た
額
を
差
し
引
い
た
額
）
が
、
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
る
部
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
で
支
給
の
対
象
と
な
る
方

　

２
月
下
旬
以
降
順
次
、
申
請
手
続
き
の

ご
案
内
を
発
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

が
い
る
場
合
や
加
入
者
が
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
な
ど
は
、
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
が

お
届
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
支

給
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
制
度
（
協
会
け
ん
ぽ
な

ど
）
加
入
の
方

　

申
請
は
ご
加
入
の
医
療
保
険
と
な
り
ま

す
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己
負

担
額
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者
に
関
す
る
こ
と

　

市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　

☎
63
―
５
１
１
２

　

�

ほ
か
の
健
康
保
険
制
度
加
入
者
で
自
己

負
担
額
証
明
書
が
必
要
な
方

　

市
民
福
祉
部
高
齢
福
祉
課

　

介
護
保
険
係　

☎
63
―
３
７
９
０

愛の協力運動
ご協力ありがとう 

ございました

　平成 30 年度愛の協力運
動（新潟県保護観察協会会
員募集）について、皆さま
のご理解とご協力により、
1万 4,726 世帯から、総額
172 万 7,330 円の会費が集
まりました。
　会費は、更生保護事業、
犯罪予防活動事業および少
年非行防止活動事業などに
活用させていただきます。
　今後とも、犯罪や非行の
ない明るい社会を築くため、
ご支援ご協力をお願いしま
す。
佐渡地区保護司会
　☎５７―４５６７

お
車
の
名
義
変
更
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現
在
の
名
義
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
例
年
、
廃
車
や
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
こ
と
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
、
継
続
し
て
税
金
が

か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
公
道
を
走
行
し
な
い
車
両
や
使
用
し
て
い
な
い
車
両
で
も
、

所
有
し
て
い
れ
ば
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
手
続
き
を
業
者
に
代
行
し
て
も
ら
う
と
き
は
、
手
続
き
が
完
了
し
た
か
ど

う
か
を
代
行
業
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と　
総
務
部
税
務
課　

市
民
税
係　

☎
63
―
５
１
１
０

　

自
動
車
税
に
関
す
る
こ
と　
県
佐
渡
地
域
振
興
局
県
税
部
収
税
課

　

☎
74
―
３
３
１
０

市報さど　平成31年2月号11



佐
渡
税
務
署　

個
人
課
税
部
門

　

☎
74
―
３
２
７
６

12

お
知
ら
せ

「
合
同
企
業
説
明
会
」に
参
加
す
る
事
業
所
の
お
知
ら
せ

　

１
月
10
日
発
行
の
市
報
さ
ど
１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
合
同
企
業
説
明
会
「
佐

渡
ト
キ
め
き
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に
参
加
す
る
事
業
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

３
月
８
日
㈮　

午
後
１
時
15
分
～
４
時
20
分

金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
千
種
２
４
０
番
地
）

お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
方

※�

特
に
平
成
32
年
3
月
に
大
学
・
専
門
学
校
等
を
卒
業
（
修
了
）
予
定
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

�

参
加
す
る
事
業
所
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

佐
渡
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

佐
渡
市
雇
用
促
進
協
議
会
事
務
局
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
渡
）
☎
27
―
２
２
４
８

も
う
一
度
ご
み
の
分
別
を 

ご
確
認
く
だ
さ
い
!!

　

最
近
、
次
の
よ
う
な
『
違
反
ご
み
』
が

増
え
て
い
ま
す
。

○�

燃
え
る
ご
み
に
小
型
家
電
（
電
子
基

板
を
使
っ
た
オ
モ
チ
ャ
や
ラ
ジ
コ
ン

カ
ー
）
が
混
ざ
っ
て
い
る
。

○�

燃
え
る
ご
み
に
燃
え
な
い
ご
み
（
食
器

や
ナ
ベ
、
ヤ
カ
ン
や
そ
の
ほ
か
の
金
属

類
な
ど
）
が
混
ざ
っ
て
い
る
。

○�

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に�

プ
ラ
マ
ー
ク
の

な
い
も
の
（
ポ
リ
タ
ン
ク
・
ポ
リ
バ
ケ

ツ
・
衣
装
ケ
ー
ス
な
ど
）
や
、
汚
れ
た

も
の
が
混
ざ
っ
て
い
る
。

○�

市
で
収
集
し
な
い
ご
み
（
テ
レ
ビ
・
洗

濯
機
・
石
膏
ボ
ー
ド
・
苗
箱
）
が
燃
え

な
い
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。

○�

粗
大
ご
み
を
一
度
に
数
個
出
し
て
あ
る

が
、
粗
大
ご
み
処
理
券
が
１
個
に
し
か

貼
ら
れ
て
い
な
い
。

　
も
う
一
度
「
ご
み
の
分
別
表
」
や
「
分

別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

資
源
の
正
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
と
ご
み
の
減

量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
民
福
祉
部
環
境
対
策
課

　

ク
リ
ー
ン
推
進
係　

☎
63
―
３
１
１
３

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

確
定
申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受
け
付

け
な
ど
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
期
限
・
納
期
限
お
よ

び
振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

リサイクル

ご
み
は
正
し
く

分
別
し
て
ね
！

確定申告の相談・申告書の受付
開設期間 ２月 18日㈪～３月 15日㈮（土・日曜日を除く）
受付時間 午前９時～午後４時
会　　場 アミューズメント佐渡（中原 234 番地１）

※開設期間中、佐渡税務署庁舎では確定申告の相談は行っていません。

確定申告期限・納期限および振替日
所得税および

復興特別所得税
消費税および
地方消費税 贈与税

申告期限・
納期限 ３月 15日㈮ ４月１日㈪ ３月 15日㈮

振替日 ４月 22日㈪ ４月 24日㈬

№ 参加する事業所名 業　種
1 ㈱金井電設

建設業2 ㈱櫛谷鉄工所
3 ㈱近藤組
4 本間建設㈱
5 佐渡精密㈱ 製造業
6 ㈱インタークロス　佐渡支社 情報通信業7 ㈱クロスフィード
8 ㈱かしわくら

卸売業、
小売業

9 佐渡ホンダ販売㈱
10 ㈱フレッシュマツヤ
11 ㈱皆川自動車販売　オートバックス佐渡店
12 ㈱タイラ　御食事処「よろこんで」 宿泊業、飲食

サービス業13 ㈱ホテル大佐渡
14 (福)愛宕福祉会�(特養)新穂愛宕の園

医療、福祉15 佐渡総合病院
16 (福)佐渡福祉会
17 (福)佐渡ふれあい福祉会
18 佐渡農業協同組合 複合サービ

ス業19 羽茂農業協同組合
20 ㈱ゴールデン佐渡（史跡佐渡金山） サービス業21 日清医療食品㈱　中部支店
22 自衛隊新潟地方協力本部佐渡駐在員事務所 官公庁23 新潟県（佐渡地域振興局地域整備部）
24 新潟県建設業協会　佐渡支部※

非営利団体25 佐渡測量設計業協同組合※

※�№24・25は、それぞれの業界全体の説明で、単独での求人見込みはあ
りません。
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 美食と芸能の祭典
「オアシス2019春」開催！
　３月 10日㈰、午前９時から午後３時まで、おんでこ
ドームを会場に「オアシス 2019 春」を開催します。
　このイベントは両津港周辺の地域活性化に取り組む
オアシス実行委員会が企画し、物産展を含む郷土芸能
祭と加茂湖カキ祭りを同時に開催します。
　詳しくは「みなとオアシス佐渡両津オフィ
シャルサイト（ＱＲコード）」をご覧ください。
　また、10 月 19 日・20 日には「第 12 回みなとオア
シス Sea 級グルメ全国大会 in 佐渡」の開催が決定しま
した。全国から海をテーマとした食が一同に集合します。
　こちらのイベントも随時情報発信していきますのでお楽しみにしてください。
オアシス 2019 春事務局（建設部建設課内）　☎６３―５１１８

みなとオアシス佐渡両津推進 担当　笠井　直樹

　市が発注した建設工事の施工成績が特に優良な建設業者とその工事を施工管理した技術者の方が表彰さ
れました。

 土木部門
・会 社 名　株式会社みらいテック
　工 事 名　平清水３号線道路改良舗装工事
　優秀技術者　竹本　純澄さん
・会 社 名　株式会社近藤組
　工 事 名　相川小学校グラウンド整備工事

 建築部門
・会 社 名　小池・堂谷経常共同企業体
　工 事 名　両津湊・河崎地区統合保育園建設（建築）工事
　優秀技術者　菊池　光弥さん（株式会社小池組）、菊地　剛史さん（株式会社堂谷組）
企画財政部財政課契約検査室　検査係　☎６３―５１３７

平成30年度 市優良工事・優秀技術者表彰 受賞おめでとうございます

バラエティ豊かな食が勢ぞろい！

市報さど　平成31年2月号13

教育委員会の事務所が移転します
　２月 18日㈪から教育委員会の事務所が畑野行政サービスセンターから市役所両津支所隣の佐渡島開
発総合センター内に移転し、業務を開始します。
　新事務所の連絡先などは次のとおりです。

住所　〒 952 － 8501　両津湊 198 番地（佐渡島開発総合センター内）
　１F　学校教育課（総務係、施設係、学事指導係、学校給食係）
　　　�☎５８―７３５１／ ５８―７３５２
　２F　社会教育課（社会教育係、社会体育係、ジオパーク推進室、佐渡市公民館）
　　　�☎５８―７３５６（ジオパーク推進室直通　☎２７―２１６２）／ ５８―７３５７

教育委員会学校教育課　☎６６―４８９８、社会教育課　☎６６―４１６０
　※２月18日㈪以降は、新事務所の電話番号へお問い合わせください。
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両
津
病
院 

　
　
岩
谷
　
淳
　
先
生 

　
　
　
　
　
　
診
療
科
目
／
小
児
科

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
医
療
事
情

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
医
療
事
情
を
教
え
て
も
ら
う
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、病
気
や
け

が
は
治
る
ま
で
自
宅
で
待
つ
も
の
で
、病
院
は
い
つ

ま
で
も
治
ら
な
い
時
や
、悪
く
な
っ
た
時
に
行
く
と

こ
ろ
と
い
う
意
識
が
浸
透
し
て
い
て
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染

症
は
、ま
き
散
ら
さ
な
い
た
め
に
も
自
宅
で
養
生
す
る
病
気
と
の
こ
と

で
し
た
。救
急
外
来
は
待
ち
時
間
が
長
く
、重
症
者
か
ら
先
に
診
察
し
、

軽
症
の
場
合
は
帰
宅
を
促
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。そ
の
代
わ

り
24
時
間
の
電
話
相
談
な
ど
が
充
実
し
て
い
て
病
気
の
対
処
法
を
詳

し
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
え
る
そ
う
で
す
。

　

一
見
、ス
リ
ム
で
ス
マ
ー
ト
に
思
え
る
医
療
事
情
で
す
が
、ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
病
気
の
時
の
休
業
期
間
の
給
料
が
保
証
さ
れ
、ま
た
、子
ど

も
が
病
気
で
休
む
時
も
親
の
休
業
が
当
然
の
権
利
と
し
て
保
証
さ
れ

て
い
る
社
会
制
度
が
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
面
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、患
者
は
順
番
を
待
っ
て
い
る
間
に
亡
く

な
る
と
揶
揄
さ
れ
る
ほ
ど
手
術
や
入
院
の
待
機
時
間
が
長
く
、待
ち

き
れ
ず
に
近
隣
国
で
治
療
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
こ
と
が

大
問
題
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。一
番
の
原
因
は
、看
護
師
不
足
の
た

め
に
入
院
病
床
が
激
減
し
て
い
る
た
め
で
、医
療
人
材
不
足
の
問
題
は

世
界
共
通
の
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
に
入
り
ま
し
た
。日
本
に
は
世
界

に
誇
る
べ
き
国
民
皆
保
険
制
度
と
ア
ク
セ
ス
の
容
易
な
医
療
環
境
が

あ
り
ま
す
。薬
の
早
期
の
使
用
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
重
症
化
を
防
げ

る
ケ
ー
ス
は
多
く
、お
子
さ
ん
、持
病
の
あ
る
方
、ご
高
齢
の
方
は
、イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
場
合
、早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

た
だ
し
、夜
間
の
救
急
受
診
は
診
療
体
制
が
不
十
分
の
た
め
お
勧
め

で
き
ま
せ
ん
。　　
　
　
　
　

��

次
回
は
両
津
病
院
の
小
林
先
生
で
す
。

市立病院から

こんにちはこんにちは

　昨日・今日・明日・明後日、時間の流れの理解は幼児には難しいです。
�「明日は行ける」と言っても「明日」という言葉の意味を理解していな
いのですぐに出かけることと思い、「イヤだ、行く！」と駄々をこねる
ことになってしまうことがあります。

　　　　��昨日・今日・明日などの時間の関係を理解できるのは、 
小学生になるころからです。

　日や時間などは、分かっているようですが実はまだ理解されていませ
ん。理解できる年齢ではないことを前提に話しましょう。

　　　　�「今日は公園に行けないよ」とはっきり伝えます。
　できないことはあいまいにせず、しっかりと伝えましょう。「明日は
行ける」の言葉の中で理解できるのは「行ける」です。明日は消えてし
まい「行ける」だけが残ります。

　　　　��「今日の夜寝て、朝になったら明日になるよ」と時間の流れを
細かく伝えましょう。

　「明日」の意味を分かりやすく伝えることで、「我慢」しなければな
らないことの意味が分かってきます。気持ちを切り替えられたらほめる
ことも忘れないでください。

　分かりやすい言葉の積み重ねから聞く気持ちが育ってきます。

『育じい・育ばあ』のための「ほめほめ講座」
分かりやすい言葉は聞く気持ちを育てる

４ コ マ 漫 画 で伝える

ポイント❶ 

ポイント❷ 

ポイント❸ 

市民福祉部子ども若者課　子ども若者相談センター
　☎５８―８０７７

11 聞く 
気持ち

市報さど　平成31年2月号



畑
野
地
区
市
民
芸
能
発
表
会

　
　
　
　
　
　
（
畑
野
地
区
）

２
月
17
日
㈰
、
午
後
１
時
か
ら
畑
野
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
畑
野

地
区
市
民
芸
能
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

毎
年
多
く
の
団
体
が
、
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
を
重
ね
、
大
変
す
ば
ら
し
い
発
表

を
し
て
く
れ
ま
す
。

今
年
も
昨
年
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
、
す
ば

ら
し
い
発
表
会
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
畑
野
地
区
公
民
館
（
☎
66

―
３
８
８
９
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

新
穂
地
区
芸
能
祭
（
新
穂
地
区
）

３
月
３
日
㈰
、
ト
キ
の
む
ら
元
気
館
を

会
場
に
、
新
穂
地
区
芸
能
祭
を
開
催
し
ま

す
。民

謡
・
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
よ
さ
こ
い
・

大
黒
舞
な
ど
の
団
体
が
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

特
別
出
演
と
し
て
、
新
穂
ト
キ
っ
子
保

育
園
の
園
児
や
新
穂
小
学
校
、
行
谷
小
学

校
児
童
の
発
表
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
穂
地
区
公
民
館
講
座
「
の
ろ

ま
人
形
講
座
」
の
受
講
生
た
ち
も
演
目
を

披
露
し
ま
す
。

開
催
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、
新
穂
地
区

公
民
館
（
☎
22
―
２
０
７
５
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎６６－4160

（ ２月１８日から
☎５８―７３５６）

「
粘
り
強
く
」
こ
れ
は
、
金
井
中
学

校
の
合
い
言
葉
の
一
つ
で
す
。
予
測
困

難
な
未
来
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
あ

き
ら
め
ず
に
最
後
ま
で
や
り
抜
く
力
が

必
要
で
す
。
そ
の
力
を
「
粘
り
強
さ
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
授
業
は

も
ち
ろ
ん
学
校
行
事
や
家
庭
学
習
、
部

活
動
な
ど
で
こ
の
「
粘
り
強
さ
」
を
育

成
す
る
教
育
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
「
家

庭
学
習
力
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
で
す
。
早

稲
田
大
学
の
田
中
博
之
教
授
が
開
発
し

た
「
家
庭
学
習
力
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
活

用
し
、
生
徒
の
「
粘
り
強
さ
」
が
視
覚

化
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
レ
ー

ダ
ー
チ
ャ
ー

ト
で
表
さ
れ

た
自
分
の

「
粘
り
強

さ
」
を
分
析

し
、
長
所
や

短
所
を
自
覚

し
た
後
、
グ

ル
ー
プ
で
ど

う
し
た
ら

向
上
す
る

か
話
し
合
い
、
学
級
全
体
の
レ
ー
ダ
ー

チ
ャ
ー
ト
か
ら
学
級
の
良
さ
や
課
題
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
「
粘
り
強
さ
」
を

仲
間
で
共
有
し
、
集
団
の
教
育
力
を
活

用
す
る
取
り
組
み
で
、
「
学
力
向
上
は

団
体
戦
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
次
の
よ
う

な
感
想
や
行
動
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

・
な
が
ら
勉
強
で
な
く
な
っ
た
し
、
嫌

な
教
科
も
復
習
し
た
。

・
家
で
ど
ん
な
学
習
を
し
た
か
、
ノ
ー

ト
に
記
録
を
つ
け
る
の
が
よ
か
っ
た
。

・
目
標
達
成
の
た
め
に
宣
言
し
た
こ
と

を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
。

こ
う
し
て
身
に
付
け
た
「
粘
り
強

さ
」
を
、
学
校
だ
け
で
な
く
社
会
へ
出

て
か
ら
も
活
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

金
井
中
学
校

新穂大黒舞愛好会の発表（昨年の様子）

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
66
―
４
８
９
８

（
２
月
18
日
か
ら
☎
58
―
７
３
５
１
）
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身体計測を受ける「ミライ」

トキふれあいプラザ生まれ「ミライ」 
すくすく育っています
　12月10日から23日にかけてトキふれあいプラザのケー
ジ改修が行われ、プラザのトキ「勇気」「さくら」ペアから生ま
れた「ミライ」が佐渡トキ保護センターのケージに引越しを
しました。
　引越しに合わせて、「ミライ」の身体計測と性別判定のた
めの血液検査を行い、性別はメスで、くちばしの長さは16.2
㎝（メス幼鳥平均15.9㎝）、体重は1,810ｇ（メス幼鳥平均1,714ｇ）でした。「ミライ」はこのあと放鳥候補個体
として佐渡トキ保護センターで飼育されます。
　改修してキレイになったトキふれあいプラザのケージでは、「勇気」と「さくら」がもうすぐ繁殖期を迎えます。

産業観光部農業政策課　トキ保護係（トキ交流会館内）　☎２４―６０４０

トキ野生復帰にむけて 169

　

世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
佐
渡
金
銀
山
の
見
ど
こ
ろ
を
紹

介
す
る
、
佐
渡
金
銀
山
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
「
き
ら
り
う
む
佐

渡
」
が
４
月
20
日
㈯
、
相
川
市
街
地
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
施
設
の
愛
称
を
募
集
し
、
全
国
か
ら
の

５
６
０
点
も
の
応
募
の
中
か
ら
「
き
ら
り
う
む
佐
渡
」
が
選

ば
れ
、
オ
ー
プ
ン
に
む
け
た
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
「
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
」
を

「
き
ら
り
う
む
佐
渡
」
を
拠
点
に
、
か
つ
て
の
鉱
山
町
で
あ

る
相
川
市
街
地
を
散
策
で
き
る
コ
ー
ス
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
予
定
で
、
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
の
方
々
と
連
携
し
て
見
直

し
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
の
相
川
市
街
地
の
原
形
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
、
山

と
海
の
狭
間
に
あ
る
段
丘
地
形
を
い
か
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
市
街
地
は
、
鉱
山
と
つ
な
が
る
段
丘
上
に
あ
る
町
場

（
上
町
）
と
、
海
岸
沿
い
の
平
坦
地
に
あ
る
町
場
（
下
町
）

か
ら
成
り
ま
す
。
「
き
ら
り
う
む
佐
渡
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る

の
は
海
岸
沿
い
の
下
町
で
す
。
こ
れ
ま
で
相
川
の
ま
ち
あ
る

き
は
段
丘
上
の
上
町
が
中
心
で
し
た
が
、
「
き
ら
り
う
む
佐

渡
」
の
オ
ー
プ
ン
を
き
っ
か
け
に
下
町
も
大
勢
の
方
々
に
散

策
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
号
か
ら
下
町
散
策
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
、
鉱
山
町
の

成
り
立
ち
と
共
に
相
川
の
魅
力
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

相
川
に
も
う
す
ぐ
オ
ー
プ
ン
「
き
ら
り
う
む
佐
渡
」

ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

市報さど　平成31年2月号

段丘上の町場（上町）

海岸沿いの町場
（下町）

相川支所 「きらりうむ佐渡」
（相川三町目浜町）



生活情報
　　さど

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
８
開
催

　

11
月
17
日
、18
日
の
２
日
間
、池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

を
会
場
に
、26
回
目
と
な
る
全
国
の
島
々
が
集
ま
る
祭
典「
ア

イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
８
」が
開
催
さ
れ
、２
０
２
の
島
々
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
渡
ブ
ー
ス
で
は
民
謡
踊
り
、鬼
太
鼓
な
ど
の
衣
装
を

纏
っ
た
新
趣
向
で
来
場
者
に
佐
渡
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、金

塊
つ
か
み
取
り
、鬼
太
鼓
の
お
面
、お
け
さ
笠
も
人
気
で
記
念

撮
影
を
す
る
な
ど
長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。足
を
止

め
た
来
場
者
と
観
光
の
相
談
、移
住
関
連
の
情
報
提
供
な
ど

交
流
が
あ
ち
こ
ち
で
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、郷
土
芸
能
か
ら
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
出
し
物
で
賑
わ
い
、佐
渡
か
ら
は
民
謡
踊
り
と
鬼
太
鼓
が
参
加
し

ま
し
た
。民
謡
踊
り
の
初
日
は「
若
波
会
」、２
日
目
は「
お
け
さ
友
愛
会
」が
相
川
音
頭
や
佐

渡
お
け
さ
を
披
露
し
、喝
采
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。鬼
太
鼓
は
窪
田
青
年
団（
佐
和
田
地
区
）

が
登
場
し
、勇
壮
な
舞
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

入
場
者
数
は
２
日
間
で
１
３
，０
０
０
人
と
い
う
例
年
同
様
の
盛
り
上
が
り
で
、来
場
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
佐
渡
は
竹
島
・
硫
黄
島
・
黒
島
に
次
ぐ
第
２
位
に
な
り
、例
年
上
位
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
キ
ー
プ
し
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
（
文
責
：
佐
渡
市
東
京
事
務
所　

小
路　

徹
）

編集後記

　佐渡総合病院のロビー
に掲げられている大きな書
に書かれた「凛」の文字。こ
の書は、年始めの書き初め
で書かれたもので、佐渡総
合病院のスタッフの皆さん
が襟を正して業務に望ん
でほしいとの思いが込めら
れているそうです。
　少し時期が遅くなってし
まいましたが、私の一文字
は「改」にしようと思います。
まもなく元号も改められま
すし、日常が少しでもより
良いものになるよう、少し
ずつできるところから改め
る努力をすることを今年の
目標にしたいと思います。

（K.O)

お問い合わせ　消費生活センター（平日）午前９時〜午後４時　☎５７－８１４３

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
中
に
突
然
、
「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

る
」
な
ど
の
警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
、
不
安
に
な
り
慌
て
て
警
告
画

面
に
従
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
や
サ
ポ
ー
ト
を
契
約
し
た
が
、
実

際
に
は
偽
の
警
告
画
面
と
思
わ
れ
、
不
要
な
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

　

パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
突
然
フ
リ
ー
ズ
し
た
。
し
ば
ら

く
す
る
と
画
面
に
「
修
復
す
る
に
は

５
，
９
９
９
円
か
か
る
。
以
下
に
連

絡
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
表
示
さ
れ
、
慌
て
て
記
載
の
電

話
番
号
に
か
け
た
。
「
今
す
ぐ
対
処

し
な
い
と
危
険
。
６
０
，
０
０
０
円

を
支
払
わ
な
い
と
使
え
な
い
」
と
い

わ
れ
た
た
め
、
何
度
か
電
話
で
や
り

と
り
を
す
る
う
ち
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
情
報
を
伝
え
て
し
ま
っ
た
。

金塊つかみ取りで盛り上がる会場

  インターネット使用中に突然表示される
『偽セキュリティ警告画面』にご注意！

ア
ド
バ
イ
ス

　
警
告
画
面
の
表
示
や
警
告
音
が
鳴
っ
て
も
、
警
告
画
面
に
従
い

慌
て
て
連
絡
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の
契
約
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・�

警
告
画
面
が
偽
か
ど
う
か
の
判
断
が
つ
か
な
い
、
警
告
画
面
が

消
え
な
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
な
ど
を
契
約
し
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推

進
機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
相
談
窓
口

（
☎
０
３
―
５
９
７
８
―
７
５
０
９
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
「
偽
警
告
」
の
手
口
を
知
る
こ

と
と
決
し
て
電
話
を
か
け
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

・�

不
安
に
感
じ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市報さど　平成31年2月号17

消費者ホットライン
☎１

い や や

８８（嫌
いや

や！泣き寝入り）



18市報さど　平成31年2月号

地 区 名  住 所 名  氏 　 　 　 名  保護者 たんじょう

両　津 下久知 菊　池　　　輝 89 12.17
　〃 玉崎 後　藤　博　文 90 12.17
　〃 岩首 仲　村　治　作 81 12.18
　〃 住吉 石　川　ムツヱ 86 12.19
　〃 春日 中　川　勝　次 78 12.20
　〃 長江 林　　　順　一 58 12.20
　〃 真更川 土　岐　文　子 90 12.21
　〃 片野尾 宇　治　晴　美 79 12.22
　〃 春日 渡　邉　ヨシ子 98 12.22
　〃 岩首 平　間　延　廣 61 12.24
　〃 加茂歌代 小　田　ツ　マ 81 12.26
　〃 歌見 川　上　ヨ　シ 94 12.29
　〃 上横山 西　野　フミ子 89 12.31
　〃 真木 松　田　正　子 87 1.  1
　〃 両津夷 池　田　弘　平 75 1.  2
　〃 両津夷 池　田　慶　子 73 1.  2
　〃 白瀬 中　島　昭　子 88 1.  2
　〃 加茂歌代 山　本　カ　エ 87 1.  2
　〃 両尾 中　濱　利　一 81 1.  5
　〃 和木 石　塚　忠　男 92 1.  6
　〃 両津夷 齋　藤　悦　夫 84 1.  8
　〃 吾潟 葉　梨　ミサオ 94 1.  8
　〃 両津大川 野　口　文　榮 94 1.  9
　〃 長江 古　城　美千代 88 1.11
相　川 橘 島　崎　タ　ツ 97 12.19
　〃 高瀬 宇　田　清　枝 80 12.21
　〃 相川大浦 山　田　　　曻 77 12.22
　〃 矢柄 北　村　キクエ 96 12.23
　〃 橘 笠　井　敏　治 75 12.24
　〃 北片辺 杉　山　トモ子 87 12.25
　〃 稲鯨 岩　﨑　敏　一 82 12.27
　〃 小川 菊　地　長　藏 85 12.31
　〃 相川濁川町 山　本　ヒサエ 94 1.  4
　〃 達者 石　見　美惠子 89 1.  5
　〃 小田 中　村　　　薫 90 1.  6
佐和田 沢根篭町 伊　藤　直　孝 86 12.17
　〃 河原田本町 本　間　義　八 85 12.21
　〃 沢根篭町 村　田　昭二郎 84 12.21
　〃 八幡新町 萩　　ヤヨイ 77 12.26
　〃 窪田 小田　　公　子 83 12.27

佐和田 鍛冶町 石　川　史　郎 62 1.  3
　〃 沢根炭屋町 山　口　利　裕 92 1.  8
　〃 八幡 若　林　泰　雄 85 1.  8
金　井 中興 鈴　木　フ　ミ 92 12.24
　〃 大和 出　崎　一　久 70 12.24
　〃 中興 藤　橋　コトイ 94 12.26
　〃 三瀬川 齊　藤　露　子 91 12.27
　〃 金井新保 兒　玉　健　一 76 1.  5
新　穂 新穂長畝 高　野　政　子 89 12.29
　〃 上新穂 本　間　　　枝 93 12.30
畑　野 松ケ崎 大　　　チサト 89 12.23
　〃 小倉 元　田　ナ　ホ 90 12.27
　〃 多田 小　川　チヨノ 96 1.  3
　〃 目黒町 長　嶋　逸　枝 91 1.  5
　〃 多田 谷　地　金次郎 99 1.  5
真　野 四日町 知　本　ア　イ 84 12.17
　〃 四日町 中　川　ヒトミ 76 12.24
　〃 椿尾 本　間　準一郎 98 1.  1
　〃 吉岡 長　島　サチ子 87 1.  3
　〃 真野新町 本　間　雪　子 81 1.  4
　〃 豊田 濱　田　一　松 92 1.  9
　〃 金丸 黒　金　キミエ 96 1.11
　〃 椿尾 坂　本　ミサオ 92 1.10
小　木 小木強清水 本　間　幸　一 96 12.20
　〃 小木町 中　川　みちる 70 12.29
　〃 小木町 大久保　　　實 88 1.  6
　〃 江積 佐　藤　一　郎 91 1.11
羽　茂 羽茂本郷 渡　邉　一　夫 68 12.18
　〃 羽茂小泊 岡　﨑　ス　ヅ 80 12.27
　〃 羽茂大崎 髙　柳　徹次郎 86 12.27
　〃 羽茂三瀬 田　村　千鶴江 83 12.28
　〃 羽茂本郷 長　原　廣　 87 1.  1
　〃 羽茂本郷 中　原　清　剛 88 1.10
　〃 羽茂大崎 葛　原　絹　子 92 1.11
赤　泊 三川 安　藤　君　代 87 12.19
　〃 赤泊 田　邉　正　行 57 12.26
　〃 徳和 村　川　幸　雄 94 12.31
　〃 徳和 木　屋　九　思 88 1.  8
　〃 莚場 　　木　ヤ　ス 87 1.  9
　〃 上川茂 横　枕　克　也 61 1.  9

佐和田 鍛冶町 石　川　史　郎 62 1.  3
　〃 沢根炭屋町 山　口　利　裕 92 1.  8
　〃 八幡 若　林　泰　雄 85 1.  8
金　井 中興 鈴　木　フ　ミ 92 12.24
　〃 大和 出　崎　一　久 70 12.24
　〃 中興 藤　橋　コトイ 94 12.26
　〃 三瀬川 齊　藤　露　子 91 12.27
　〃 金井新保 兒　玉　健　一 76 1.  5
新　穂 新穂長畝 高　野　政　子 89 12.29
　〃 上新穂 本　間　　　枝 93 12.30
畑　野 松ケ崎 大　　　チサト 89 12.23
　〃 小倉 元　田　ナ　ホ 90 12.27
　〃 多田 小　川　チヨノ 96 1.  3
　〃 目黒町 長　嶋　逸　枝 91 1.  5
　〃 多田 谷　地　金次郎 99 1.  5
真　野 四日町 知　本　ア　イ 84 12.17
　〃 四日町 中　川　ヒトミ 76 12.24
　〃 椿尾 本　間　準一郎 98 1.  1
　〃 吉岡 長　島　サチ子 87 1.  3
　〃 真野新町 本　間　雪　子 81 1.  4
　〃 豊田 濱　田　一　松 92 1.  9
　〃 金丸 黒　金　キミエ 96 1.11
　〃 椿尾 坂　本　ミサオ 92 1.10
小　木 小木強清水 本　間　幸　一 96 12.20
　〃 小木町 中　川　みちる 70 12.29
　〃 小木町 大久保　　　實 88 1.  6
　〃 江積 佐　藤　一　郎 91 1.11
羽　茂 羽茂本郷 渡　邉　一　夫 68 12.18
　〃 羽茂小泊 岡　﨑　ス　ヅ 80 12.27
　〃 羽茂大崎 髙　柳　徹次郎 86 12.27
　〃 羽茂三瀬 田　村　千鶴江 83 12.28
　〃 羽茂本郷 長　原　廣　 87 1.  1
　〃 羽茂本郷 中　原　清　剛 88 1.10
　〃 羽茂大崎 葛　原　絹　子 92 1.11
赤　泊 三川 安　藤　君　代 87 12.19
　〃 赤泊 田　邉　正　行 57 12.26
　〃 徳和 村　川　幸　雄 94 12.31
　〃 徳和 木　屋　九　思 88 1.  8
　〃 莚場 　　木　ヤ　ス 87 1.  9
　〃 上川茂 横　枕　克　也 61 1.  9

地 区 名  住 所 名  氏　　　　名  年 　 齢 ご 命 日

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

両　津 両津夷 村　川　勝　雲 勝利 12/29
相　川 相川鹿伏 根　岸　旺次郎 建次 12/13
佐和田 長木 本　間　萌　夢 守 12/13
　〃 八幡 計　良　　　律 天太 12/14
金　井 中興 本　間　　　結 勇人 12/18

畑　野 宮川 加　藤　綾　人 直也 12/13
真　野 静平 印　銀　隼　汰 寿洋 12/28
小　木 宿根木 濱　田　修　哉 典和 12/  8
　〃 小木町 野　口　小　櫻 昇 12/24
羽　茂 羽茂本郷 葛　西　祐　志 健朗 12/11

（しょううん）

（おうじろう）

（もあ）

（りつ）

（ゆい）

（あやと）

（しゅんた）

（しゅうや）

（こはる）

（ゆうし）

戸籍の窓
12.18～1.11届出
※承諾された方のみ掲載しています。



中央図書館　☎63-2800

図書館だより
平成30年一番多く読まれた本は？

図書館・図書室休館のお知らせ
　図書館システムの機器入れ替えのため、２月18日㈪は市内すべての図書館・図書室を休館します。
また、中央図書館は蔵書点検のため、２月14日㈭から20日㈬まで休館します。
　本の返却は返却ポストや、ほかの図書館・図書室へお願いします。

　昨年１年間に市の図書館・図書室で借りられた本の中で、人気の
あったものベスト５を紹介します。（かっこ内の数値は利用回数です。）

児
童
書

№1 この世の春（上・下） 宮部みゆき 著(88回)
№2 魔力の胎動 東野　圭吾 著(70回)
№3 マスカレード・ナイト 東野　圭吾 著(66回)
№4 蜜蜂と遠雷 恩田　陸 著(65回)
№5 九十歳。何がめでたい 佐藤　愛子 著(64回)
№1 そらの100かいだてのいえ いわい　としお 作(100回)
№2 だるまさんと かがくい　ひろし 作(86回)
 〃 青いスタートライン 高田　由紀子 著(86回)
№4 うみの100かいだてのいえ いわい　としお 作(82回)
№5 しろくまちゃんのほっとけーき わかやま　けん 作(79回）

一
般
書

　たくさんのご利用ありがとうございました。

佐渡地域誌研究　第16号
　　　　 佐渡地域誌研究会
　新潟大学名誉教授の池田哲
夫さんによる特別寄稿「佐渡市
秋津の菅笠製作について」、沢根
五十里出身の宮田脩平さんと息
子の宮田莊
平さんによ
る「佐々木
象堂先生と
私（後編）」
などが掲載
されていま
す。

書籍紹介
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ジ
オ
パ
ー
ク
は
野
外
に
出
た
り
、講
座
を
受
け
た
り
し

な
い
と
学
べ
な
い
印

象
が
強
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、実
は
、郷
土
料
理
作
り
を

通
じ
て
も
身
近
に
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
佐
渡
の
郷
土
料
理「
し
ん
こ
も
ち
」

は
、花
や
鯛
な
ど
を
か
た
ど
っ
た
木
型

「
お
こ
し
型
」を
使
用
し
て
作
り
ま
す

が
、佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
の
グ
ッ
ズ
の
中
に

も
、佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

形
を
作
れ
る
お
こ
し
型
が
あ
り
ま
す
。

　
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は

佐
渡
の
海
や
自
然
、ト
キ
や
カ
ン
ゾ
ウ
の

花
、鬼
太
鼓
の
巴
な
ど
と
い
っ
た
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
大
地
・

自
然
・
生
き
も
の
・
文
化
、す
べ
て
が
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
を
形
作
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
お
こ
し
型
は
、ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
る

ほ
か
、希
望
す
る
方
は
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。行
事
な
ど
で
し
ん
こ
も

ち
作
り
を
す
る
時
に
、職
員
が
伺
っ
て
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
解
説
や
し
ん
こ
も
ち
の
原

料
で
あ
る
お
米
が
佐
渡
で
採
れ
る
理
由
な
ど
の
解
説
を
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
の
で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
年
は
し
ん
こ
も
ち
づ
く
り
を
通
じ
て
、佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
っ
て
み
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
　
☎
66―

４
１
６
０

　（
２
月
18
日
か
ら
☎
27―

２
１
６
２
）

し
ん
こ
も
ち
づ
く
り
か
ら

佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク

知
ろ
う

を

！

【形】
・佐渡の花
（カンゾウ）
【色：黄】
・金銀とカンゾウ

【色：赤】
・トキ

【色：緑】
・佐渡の自然

【色：青】
・佐渡の海
【形】
・巴（鬼太鼓）
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佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、イベント・くらしの情報

　アドレス�sado@mpx.wagmap.jp�に空メールするか、�QR�
コードで読み取ってください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必
ず「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室�
　　　　　　　情報政策係　☎６３―５１３９

「友だち追加」待っています！

佐渡市公式LINE＠アカウント開設
　観光やイベント、文化芸術などの市の情報をお届けします。

アカウント名　佐渡市役所
LINE ID　@ksp2645h
お問い合わせ　�総務部総務課広報戦略室�

広報広聴係　☎６３―５１３９

「あいさつ、気配り、助け合い」  ２月は高齢者見守り強化月間です
○ご近所で声を掛け合いましょう。　　○高齢者の方をさりげなく思いやりましょう。 
○お互いさまの心で、地域で助け合いましょう。

　「最近近所の高齢者を見かけない」など、皆さんが「ちょっとおかしいな」と感じたら、お近くの地域包括支援
センターや市役所、民生委員にご相談ください。
お問い合わせ　市民福祉部高齢福祉課　高齢福祉係　☎６３―３７９０

〈佐渡8020健
けん

口
こう

シニア表彰〉
　満80歳以上で20本以上自分の歯があり、治療が必要なむし歯が５本以下で、ひどい歯周病がなく健康な生活を
送っている次の方が表彰されました。
◆最優秀賞（佐渡市長賞） 
　高橋　一三さん　82 歳（両津地区）
◆優秀賞（佐渡歯科医師会長賞） 
　杉山　洋子さん　82 歳（相川地区） 
　駄栗毛　寛さん　83 歳（相川地区）
◆優秀賞（佐渡歯科衛生士会賞） 
　和倉　宏實さん　80 歳（相川地区）
◆特別賞 
　金子　健二さん　92 歳（新穂地区）

〈健やか親子8020の里　奨励賞〉
　むし歯予防の紙芝居による啓発活動が評価され、市健康推進協議会が（公社）母子保健推進会議から表彰され
ました。

〈新潟県親と子のよい歯のコンクール　優秀賞〉
　日ごろから歯と口の健康を保ち、むし歯ゼロの親子（親と３歳児）を対象に行われたコンクールで、県内の
1,434組の中から、金井地区の内田　朋美さん・咲人さん（子）親子が表彰されました。

〈さど歯っぴーキッズプロジェクト賞〉
　平成29年度市の３歳児歯科健診においてむし歯がなく、日ごろか
ら歯の健康を保っている次の親子が表彰されました。

　川下　麻友さん・冬真さん（子）親子（佐和田地区） 
　三條　亜莉紗さん・璃空さん（子）親子（佐和田地区） 
　中野　智子さん・千歳さん（子）親子（佐和田地区） 
　永橋　由香里さん・庵さん（子）親子（金井地区） 
　池延　梨絵さん・和音さん（子）親子（畑野地区） 
　菊池　まな美さん・夏帆さん（子）親子（畑野地区）
お問い合わせ　市民福祉部市民生活課健康推進室　健康増進係　☎６３―３１１５

むし歯予防に努めている方々が表彰されました

受賞
おめでとう 
ございます


